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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　前方収納部と後方収納部が形成された容器本体の後端部に、該容器本体を開閉する蓋体
を回動自在に連結し、該前方収納部と該後方収納部との間に設定した係合位置でこれら蓋
体と容器本体を係脱自在に係合することにより、該容器本体を閉止しつつ該後方収納部を
気密に密閉するようにした気密化粧料容器において、上記容器本体の左右両側壁に、上記
前方収納部と上記後方収納部の間の上記係合位置に臨ませて形成された一対の切り欠き部
と、これら切り欠き部それぞれに、左右方向スライド移動自在に設けられた一対のプッシ
ュピースと、これらプッシュピースそれぞれから上記係合位置に向かって延設された一対
のアームと、可撓性を有し、これら一対のアームを連結する連結片と、上記容器本体に、
上記係合位置に位置させて設けられ、前後方向に弾性変形される弾性ピースと、該弾性ピ
ースの上部に形成された第１係合部と、該蓋体に形成され、上記第１係合部に係脱自在に
係合される第２係合部と、上記アームに形成され、上記弾性ピースを後方へ押圧して上記
第２係合部と上記第１係合部との係合を解除する押圧部と、上記容器本体に設けられた隆
起部と、上記アームの先端部にヒンジ片を介して揺動自在に設けられ、上記隆起部を迫り
上がって、上記第２係合部が解除された状態で上記後方収納部を気密に密閉している上記
蓋体を上方へ押し上げて開放する押上部とを備えたことを特徴とする気密化粧料容器。
【請求項２】
　前記蓋体には、前記後方収納部を封止するための蓋片がフローティング支持され、上記
蓋片と前記後方収納部との間に気密シール部が設けられることを特徴とする請求項１に記
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載の気密化粧料容器。
【請求項３】
　前記連結片と前記容器本体の間には、該連結片の該容器本体への取り付け位置を固定す
る位置決め部が設けられることを特徴とする請求項１または２に記載の気密化粧料容器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、容器本体の後方に乾燥を防ぐ必要のある化粧料を充填するための後方収納部
を有し、容器本体の側壁に左右方向スライド移動自在に設けられたプッシュピースの係合
位置方向への押圧によって開蓋操作を可能にした気密化粧料容器を対象とし、開蓋時にプ
ッシュピースを押圧する力を軽減し、開放操作性を改善することが可能な気密化粧料容器
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、化粧料の乾燥を防ぐ気密化粧料容器のなかには、例えば特許文献１で開示されて
いるように、容器本体と該容器本体上面を開閉する蓋体とを各後壁部で枢着させるととも
に、その容器本体の後半部には、化粧品収納室を、また前半部内には化粧用品収納室をそ
れぞれ設け、又容器本体および蓋体の前後方向中間部から開閉蓋により着脱自在に係合す
る第１、第２係合板を突設して、閉蓋時における係合により上記化粧品収納室の上面へ蓋
体下面が圧接することでその化粧品収納室を気密に密閉するように設けた気密化粧料容器
が知られている。
【０００３】
　上記気密化粧料容器は、容器本体側壁の前後方向中間部に設けられた板バネ押込み口内
へ露出する板バネ部分を内方へ押込むことで、板バネ部分内面から内方に突出されたアー
ムの先端部に設けられた押し上げ用傾斜面によって、容器本体の第１係合板と係合する蓋
体の第２係合板が押し上げられて蓋体を開放することができ、よって、開蓋操作を片手で
行うことが容易にできるようにしたものである。
【特許文献１】特開２００１－６１５４１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、上記従来の気密化粧料容器にあっては、板バネ部分の露出部を容器本体の側
壁の前後方向中間部に設けることで、開蓋操作の容易性は確保されていたものの、板バネ
部分を内方へ押し込むことによって、板バネ部分のアームの押し上げのみで係合解除操作
と化粧品収納室の気密状態の解除操作を同時に行っている。気密状態の化粧品収納室内部
は、一般に負圧となっていて、この負圧に打ち勝って蓋体を開くには相当の力を要する。
すなわち、板バネ部分を内方へ押し込む強い力が必要となる。通常、上記気密化粧料容器
を使用した化粧の際には、化粧料の付着操作をしない利き手でない手で開蓋操作を行うの
で、板バネ部分の押し込み操作に力を込めなければならず、開蓋操作性に不自由さを感じ
ていた。また、化粧用品収納室の気密性をさらに高めた場合には、開蓋時の板バネ部分の
押し込みにはより強い力が必要となり、片手では操作のしづらいものとなっていた。
【０００５】
　本発明は、上記従来の課題に鑑みて創案されたものであって、容器本体の後方に乾燥を
防ぐ必要のある化粧料を充填するための後方収納部を有し、容器本体の側壁に左右方向ス
ライド移動自在に設けられたプッシュピースの係合位置方向への押圧によって開蓋操作を
可能にした気密化粧料容器を対象として、開蓋時にプッシュピースを押圧する力を軽減し
、開放操作性を改善することが可能な気密化粧料容器を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明に係る気密化粧料容器は、前方収納部と後方収納部が形成された容器本体の後端
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部に、該容器本体を開閉する蓋体を回動自在に連結し、該前方収納部と該後方収納部との
間に設定した係合位置でこれら蓋体と容器本体を係脱自在に係合することにより、該容器
本体を閉止しつつ該後方収納部を気密に密閉するようにした気密化粧料容器において、上
記容器本体の左右両側壁に、上記前方収納部と上記後方収納部の間の上記係合位置に臨ま
せて形成された一対の切り欠き部と、これら切り欠き部それぞれに、左右方向スライド移
動自在に設けられた一対のプッシュピースと、これらプッシュピースそれぞれから上記係
合位置に向かって延設された一対のアームと、可撓性を有し、これら一対のアームを連結
する連結片と、上記容器本体に、上記係合位置に位置させて設けられ、前後方向に弾性変
形される弾性ピースと、該弾性ピースの上部に形成された第１係合部と、該蓋体に形成さ
れ、上記第１係合部に係脱自在に係合される第２係合部と、上記アームに形成され、上記
弾性ピースを後方へ押圧して上記第２係合部と上記第１係合部との係合を解除する押圧部
と、上記容器本体に設けられた隆起部と、上記アームの先端部にヒンジ片を介して揺動自
在に設けられ、上記隆起部を迫り上がって、上記第２係合部が解除された状態で上記後方
収納部を気密に密閉している上記蓋体を上方へ押し上げて開放する押上部とを備えたこと
を特徴とする。
【０００７】
　前記蓋体には、前記後方収納部を封止するための蓋片がフローティング支持され、上記
蓋片と前記後方収納部との間に気密シール部が設けられることを特徴とする。
【０００８】
　前記連結片と前記容器本体の間には、該連結片の該容器本体への取り付け位置を固定す
る位置決め部が設けられることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明にかかる気密化粧料容器にあっては、容器本体の後方に乾燥を防ぐ必要のある化
粧料を充填するための後方収納部を有し、容器本体の側壁に左右方向スライド移動自在に
設けられたプッシュピースの係合位置方向への押圧によって開蓋操作を可能にした気密化
粧料容器を対象として、開蓋時にプッシュピースを押圧する力を軽減でき、開放操作性を
改善することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　以下に、本発明にかかる気密化粧料容器の好適な一実施形態を、添付図面を参照して詳
細に説明する。本実施形態にかかる気密化粧料容器１は基本的には、図１～図５に示すよ
うに、前方収納部２と後方収納部３が形成された容器本体４の後端部に、容器本体４を開
閉する蓋体５を回動自在に連結し、前方収納部２と後方収納部３との間に設定した係合位
置６でこれら蓋体５と容器本体４を係脱自在に係合することにより、容器本体４を閉止し
つつ後方収納部３を気密に密閉するようにした気密化粧料容器１において、容器本体４の
左右両側壁７ａに、前方収納部２と後方収納部３の間の係合位置６に臨ませて形成された
一対の切り欠き部８と、これら切り欠き部８それぞれに、左右方向スライド移動自在に設
けられた一対のプッシュピース９と、これらプッシュピース９それぞれから係合位置６に
向かって延設された一対のアーム１０と、可撓性を有し、これら一対のアーム１０を連結
する連結片１１と、容器本体４に、係合位置６に位置させて設けられ、前後方向に弾性変
形される弾性ピース１２と、弾性ピース１２の上部に形成された第１係合部１３と、蓋体
５に形成され、第１係合部１３に係脱自在に係合される第２係合部１４と、アーム１０に
形成され、弾性ピース１２を後方へ押圧して第２係合部１４と第１係合部１３との係合を
解除する押圧部１５と、容器本体４に設けられた隆起部１６と、アーム１０の先端部にヒ
ンジ片１７を介して揺動自在に設けられ、隆起部１６を迫り上がって、第２係合部１４が
解除された状態で後方収納部３を気密に密閉している蓋体５を上方へ押し上げて開放する
押上部１８とを備える。
【００１１】
　また、蓋体５には、後方収納部３を封止するための蓋片１９がフローティング支持され
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、蓋片１９と後方収納部３との間に気密シール部２０が設けられる。
【００１２】
　容器本体４は合成樹脂材で形成され、これを開閉すべくその後端部において、前方に鏡
２１が貼着された合成樹脂材製の蓋体５が回動自在に連結される。容器本体４は、底壁７
ｂと、その周縁から立ち上げて形成された前壁７ｃ、後壁７ｄ、並びに左右一対の側壁７
ａとからなる本体部７、および本体部７上に重ね合わされる平板部２２ａに、前方部と後
方部それぞれに位置させて、本体部７の高さとほぼ同一の高さに垂下させて環状壁部２２
ｂ、２２ｃを形成した皿枠２２から構成される。皿枠２２は、本体部７に上方から嵌め込
まれ、超音波接着により接着される。容器本体４には、本体部７の底壁７ｂと皿枠２２の
環状壁部２２ｂからなる前方収納部２が形成され、同様に、本体部７の底壁７ｂと環状壁
部２２ｃとからなる後方収納部３が形成される。
【００１３】
　前方収納部２には、例えば化粧料を付着させるためのパフなどの化粧具が収納される。
また、後方収納部３には、合成樹脂材で形成された化粧料皿２３が取り外し可能に収納さ
れる。化粧料皿２３は、底部２３ａとその周縁から立ち上げた周側部２３ｂとから構成さ
れ、化粧の際に化粧具等に化粧料を付着させるための開口部２４が形成される。化粧料皿
２３内部には、乾燥を防ぐ必要のあるクリーム状等の揮発性を有する化粧料が充填される
。開口部２４の外周には、環状に切欠された切欠溝２３ｃが形成されている。この切欠溝
２３ｃは、上部が内側へ深く切欠された断面略Ｌ字状に形成されている。この切欠溝２３
ｃには、環状弾性パッキン２５が配設されている。環状弾性パッキン２５は、化粧料皿２
３の切欠溝２３ｃの下方を埋める形状で、その上端面外周には環状に傾斜面２５ａが形成
されている。
【００１４】
　化粧料皿２３の周側部２３ｂの前方及び後方には、その外側に嵌合凹部２６ａが形成さ
れ、これに対応させて、後方収納部３の前方及び後方には、その内面から突出された嵌合
凸部２６ｂが設けられる。これら嵌合凹部２６ａ、嵌合凸部２６ｂをそれぞれ嵌合するこ
とによって化粧料皿２３が容器本体４に固定される。皿枠２２の環状壁部２２ｃの後部中
央には、化粧料皿２３を手指などで押し上げて取り出すための適当な幅の窪み部２７が形
成される。
【００１５】
　容器本体４には、前方収納部２を形成する環状壁部２２ｂと後方収納部３を形成する環
状壁部２２ｃの間に空間Ｓが形成され、この空間Ｓが、第１係合部１３及び第２係合部１
４の係合位置６として設定される。空間Ｓは、平板部２２ａに形成した孔部４０を介して
上方に連通される。
【００１６】
　本体部７の左右両側壁７ａには、空間Ｓ内の係合位置６に臨ませて、適当な大きさに切
り欠いた一対の切り欠き部８が形成される。これら切り欠き部８には、側断面ほぼＬ字状
に形成された一対のプッシュピース９が左右方向にスライド移動自在に設けられる。
【００１７】
　プッシュピース９は合成樹脂材で形成され、その内面からアーム１０が係合位置６に向
かって延設される。本体部７の底壁７ｂには、アーム１０の前方収納部２側および後方収
納部３側に位置して、適当な幅を持たせて上方へ突出させたアーム案内突起１０ａおよび
１０ｂが形成され、皿枠２２の平板部２２ａには、アーム１０の上方に、適当な幅を持た
せて下方へ突出させたアーム案内片１０ｃが形成される。これにより、アーム１０は空間
Ｓ内を係合位置６に向かって真っ直ぐスライド移動することが可能となる。
【００１８】
　アーム１０には、その前方収納部２側に位置して、可撓性を有し、かつ左右一対のアー
ム１０を連結する連結片１１が形成される。連結片１１は、前方収納部２側の左右のアー
ム案内突起１０ａを包囲するように、合成樹脂製の弾性変形可能な板状体を弓形に湾曲さ
せて形成される。連結片１１は、その左端が左側のアーム１０に、右端が右側のアーム１
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０に一体的に接合される。これによって、アーム１０を有する一対のプッシュピース９は
、連結片１１を介して一体的に形成される。プッシュピース９を押圧すれば、連結片１１
が弾性的に可撓変形し、プッシュピース９は、係合位置６に向かってスライド移動可能と
なる。
【００１９】
　空間Ｓ内の係合位置６には、前後方向に弾性変形される合成樹脂製の弾性ピース１２が
設けられる。弾性ピース１２は、後方に向かって湾曲させた弾性脚片１２ａを左右両端に
有する。弾性脚片１２ａの後方には、これらと当接するように底壁７ａから上方へ突出さ
せた一対の保持部１２ｂが形成される。弾性ピース１２の上部中央には、第１係合部１３
が前方へ突出させて形成され、第１係合部１３に係脱自在に係合される第２係合部１４が
、蓋体５に設けられる。第２係合部１４は、後方へ突出させて形成される。
【００２０】
　弾性ピース１２の下部中央には、これを前方に延出させて案内片１２ｃが形成され、案
内片１２ｃの左右両側の底壁７ｂには、一対の隆起部１６が突出形成される。これら隆起
部１６の対向する側面と、隆起部１６間の底壁７ｂによって側断面ほぼ凹字状に案内部２
８が形成され、これにより、弾性ピース１２の案内片１２ｃが前後方向に案内される。ま
た、弾性ピース１２は、これら隆起部１６と保持部１２ｂの間に挟み込まれて取付状態が
保持される。
【００２１】
　隆起部１６の左右方向外側には、弾性ピース１２から前方に突出させて被押圧部１５ａ
が形成される。被押圧部１５ａは、後方に向かうに従って左右方向外方に傾斜する傾斜面
を有する。アーム１０の先端部には、被押圧部１５ａの傾斜面に対応させて、後方に向か
うに従って左右方向外方に傾斜する傾斜面を有する押圧部１５が形成される。プッシュピ
ース９を手指などで押圧すると、アーム１０の押圧部１５が被押圧部１５ａに摺接しなが
ら係合位置６に向かって移動し、これによって弾性ピース１２が押圧されて第１係合部１
３が後方へ移動し、第２係合部１４との係合が解除される。
【００２２】
　そして、押圧したプッシュピース９から手指などを離すと、弾性ピース１２が弾性復帰
されて元の位置に戻り、また、プッシュピース９の押圧によって弾性変形された連結片１
１が弾性復帰されることによってプッシュピース９が元の位置に押し戻される。
【００２３】
　隆起部１６の左右方向外側面には、それぞれ左右方向外方へ向かうに従って下方に傾斜
する隆起部側傾斜面１６ａが形成される。アーム１０の先端部には、上下に撓むヒンジ片
１７を介して押上部１８が揺動自在に設けられ、押上部１８の下面には、隆起部側傾斜面
１６ａと対をなし、左右方向外方へ向かうに従って下方に傾斜させた押上部側傾斜面１８
ａが形成される。プッシュピース９を押圧すると、押上部１８は、その押上部側傾斜面１
８ａが隆起部側傾斜面１６ａでスライドして迫り上がり、係合が解除された第２係合部１
４を押し上げて、後方収納部３を気密に密閉している蓋体５が開放される。
【００２４】
　蓋体５の後方には、下面を上方へ向かって後方収納部３とほぼ同一面積に凹ませた蓋片
収納部５ａが形成される。蓋片収納部５ａには、上面に中央突起部１９ａが突設された蓋
片１９が収納される。蓋片１９は、蓋片収納部５ａに揺動自在に収納すべく、これより一
回り小さい外径寸法で、かつ、化粧料皿２３の開口部２４全体を覆うような外径寸法に形
成される。
【００２５】
　蓋体５の後方には、蓋片収納部５ａ周縁内方へ張り出すように環状の支持枠２９が設け
られる。支持枠２９は、その外周縁部２９ａが上方に延出されて、側断面ほぼＬ字状に形
成される。支持枠２９は、蓋片１９の外径よりも一回り小さな内径寸法で形成される。支
持枠２９は、蓋片収納部５ａの外側に環状に凹設された環状凹所３０に外周縁部２９ａが
超音波接着などにより嵌合されて取り付けられる。これによって、蓋片１９は中央突起部
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１９ａを介して蓋体５に揺動可能にフローティング支持されて、後方収納部３を封止する
。換言すると、前記フローティング支持は、蓋片１９の下面に支持枠２９の内周縁が内方
に張り出すことにより、蓋片収納部５ａに蓋片１９が支持されること、並びに蓋片１９の
上面の全面が蓋片収納部５ａの下面に当接せず、中央突起部１９ａのみが当接することに
よって得られる。
【００２６】
　また、蓋片１９の下面には、化粧料皿２３の切欠溝２３ｃとほぼ同一の外径に突出させ
て、切欠溝２３ｃに挿入される環状突片１９ｂが形成される。環状突片１９ｂは、下端部
外側が下端部内側より下方に突出して形成された断面略楔形で、その内周面が傾斜面１９
ｃとして形成されている。蓋体５の閉止状態では、化粧料皿２３の切欠溝２３ｃ内の環状
弾性パッキン２５の傾斜面２５ａと蓋片１９の環状突片１９ｂの傾斜面１９ｃとから構成
される気密シール部２０が圧接されることによって、化粧料皿２３内の気密保持が可能と
なる。環状弾性パッキン２５は、化粧料皿２３側ではなく、蓋片１９側に設けてもよい。
【００２７】
　次に、本実施形態にかかる気密化粧料容器１の作用について説明する。気密化粧料容器
１を製作するには、連結片１１によって連結されたアーム１０を有する一対のプッシュピ
ース９を一体成形する。次に、空間Ｓ内において、本体部７の底壁７ｂの隆起部１６と保
持部１２ｂの間に弾性ピース１２を組み込み、本体部７の左右の切り欠き部８に、アーム
１０を係合位置６に向けて、一体成形された一対のプッシュピース９を組み込む。そして
、本体部７の上方から皿枠２２を覆い被せて固着し、容器本体４が完成する。一方、化粧
料皿２３の切欠溝２３ｃに環状弾性パッキン２５を装着する。そして、容器本体４の後方
収納部３に化粧料皿２３を嵌合する。
【００２８】
　また、蓋体５の蓋片収納部５ａに蓋片１９を挿入し、支持枠２９を蓋体５に嵌着する。
そして、容器本体４と蓋体５とをそれらの後端部において回動自在に蝶着すればよい。
【００２９】
　容器本体４の開放の際には、容器本体４の左右両側から係合位置６に向かってプッシュ
ピース９を手指などで押圧する。プッシュピース９を押し込むと、連結片１１が可撓的に
弾性変形しつつプッシュピース９がスライド移動し、これに設けられたアーム１０を介し
てそれぞれの押圧部１５が、弾性ピース１２に形成された左右の被押圧部１５ａを摺接し
つつ係合位置６へ向かって移動する。これによって、左右の被押圧部１５ａを介して弾性
ピース１２が弾性変形して、第２係合部１４が後方へ移動し、第１係合部１３との係合が
解除される。
【００３０】
　それに続いて、一対のアーム１０の先端部にヒンジ片１７を介して形成された左右の押
上部１８が、隆起部側傾斜面１６ａをそれぞれスライドしつつ迫り上がって、係合が解除
された第２係合部１４を押し上げ、蓋体５を開放する。
【００３１】
　このように、蓋体５の開放操作を、係合解除操作と、係合解除後の蓋体５の押上操作、
という２段階で行うことによって、片手でも簡単に軽い押圧力で操作性よく蓋体５を開放
することができる。
【００３２】
　また、容器本体４の開放の際には、上記のように左右両側のプッシュピース９を押圧す
ることだけに限らず、片側のプッシュピース９のみを押圧操作するだけでも、片側の押圧
部１５が弾性ピース１２を後方へ押し込み、第１係合部１３と第２係合部１４の係合を解
除することができ、それに続いて、片側の押上部１８のみが隆起部傾斜面１６ａを迫り上
がり、係合が解除された第２係合部１４を押し上げることもでき、両サイドからプッシュ
ピースを押圧したときと同様、係合解除操作と、係合解除後の蓋体５の押上操作の２段階
で蓋体５の開放操作が可能となる。このような場合でも、片手で簡単に軽快に蓋体５を開
放することが出来る。
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【００３３】
　そして、容器本体４を蓋体５で閉止する際には、手指などで蓋体５を上方から下方へ押
し込み、第１係合部１３を第２係合部１４に係合させる。
【００３４】
　また、本実施形態にかかる気密化粧料容器１では、化粧料皿２３の開口部２４を封止す
るための蓋片１９が揺動自在に蓋体５にフローティング支持されている。このため、製造
の際に容器本体４や蓋片１９、化粧料皿２３の切欠溝２３ｃの寸法にバラツキが生じてし
まった場合などにも、蓋体５の閉止操作に際しては、後方収納部３内の化粧料皿２３の切
欠溝２３ｃへの蓋片１９の環状突片１９ｂの挿入が柔軟に行なわれ、気密シール部２０の
圧着を容易かつ確実に行うことができる。
【００３５】
　本実施形態にあっては、後方収納部３に着脱自在に取り付けられる化粧料皿２３と蓋片
１９との間に気密シール部２０が設けられて、蓋体５により後方収納部３を気密に密閉す
るようにしている。これにより、後方収納部３の構造を簡素化できる。しかしながら、後
方収納部３に環状弾性パッキンを設けて、直接、後方収納部３を蓋体５で気密シールする
ようにしてもよい。この場合、化粧料皿２３には、環状弾性パッキン２５を設けなくてよ
いので、その構造を簡素化することができる。
【００３６】
　本実施形態にあっては、連結片１１を介して左右一対のプッシュピース９が一体形成さ
れているため、単一操作で、容器本体２に組み付けることができ、プッシュピース９を個
別に組み付ける場合に比べて、組み付け性がよいため簡易に作業を行うことができる。ま
た、これによって作業が短時間になるため、製造コストを安価にできる。
【００３７】
　図６～図７には、上記実施形態の変形例が示されている。この変形例は、連結片１１を
改良したものである。連結片１１は、平板状に形成された固定部１１ａと、固定部１１ａ
の左右両端から後方へ略Ｌ字状にそれぞれ延設される連結部１１ｂとからなる。左側の連
結部１１ｂの端部は、左側のアーム１０の前方に、右側の連結部１１ｂの端部は、右側の
アーム１０の前方にそれぞれ連結され、これによって、アーム１０を有する一対のプッシ
ュピース９は、連結片１１を介して一体的に形成される。そして、プッシュピース９を押
圧すれば連結部１１ｂが弾性変形されて、プッシュピース９は係合位置６に向かってスラ
イド移動され、押圧されたプッシュピース９から手指などを離せば、弾性変形された連結
片１１の連結部１１ｂが弾性復帰することによってプッシュピース９は元の位置に押し戻
される。
【００３８】
　また、連結片１１と容器本体４の間には、連結片１１の容器本体４への取り付け位置を
固定する位置決め部３１が設けられる。具体的には、位置決め部３１は、連結片１１の固
定部１１ａに、上下方向に貫通するように形成された２つの小孔３２と、本体部７の底壁
７ｂから上方に突設された２つの突起部３３とからなり、これらを嵌合することによって
連結片１１の容器本体４への取付位置が固定される。
【００３９】
　上記変形例にあっては、位置決め部３１を設けて連結片１１を位置固定することで、プ
ッシュピース９の組み付け性がさらによくなり、また、使用の際にも容器本体４内でプッ
シュピース９がガタツクなどの虞れを防止することができる。その他の作用効果について
は、前記実施例と同様である。
【００４０】
　上記実施形態では、連結片１１は弾性を有するとしたが、可撓性を有するのみでも良い
。この場合、プッシュピース９は、弾性ピース１２が弾性復帰することによって元の位置
に押し戻される。
【図面の簡単な説明】
【００４１】
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【図１】本発明にかかる気密化粧料容器の好適な一実施形態を示す斜視図である。
【図２】図１の気密化粧料容器の側断面図である。
【図３】図１の気密化粧料容器の皿枠を外した状態を示す平面図である。
【図４】図１の気密化粧料容器の係合位置周辺の正面断面図である。
【図５】図１の気密化粧料容器の要部分解斜視図である。
【図６】本発明にかかる気密化粧料容器の変形例を示す皿枠を外した状態の平面図である
。
【図７】図６の気密化粧料容器の要部分解斜視図である。
【符号の説明】
【００４２】
　１　　気密化粧料容器
　２　　前方収納部
　３　　後方収納部
　４　　容器本体
　５　　蓋体
　６　　係合位置
　７ａ　側壁
　８　　切り欠き部
　９　　プッシュピース
　１０　アーム
　１１　連結片
　１２　弾性ピース
　１３　第１係合部
　１４　第２係合部
　１５　押圧部
　１６　隆起部
　１７　ヒンジ片
　１８　押上部
　１９　蓋片
　２０　気密シール部
　３１　位置決め部
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